
資料 １

平成２９年度池田市発達支援システム検討委員会次第 

                                   と き：平成３０年３月２３日（金） 

                                                午後３時～５時 

                                   ところ：市役所６階 第４会議室 

案  件 

（１）正副委員長の選出について 

（２）２９年度の取り組みについて 

   （決算見込みなどについて） 

（３）３０年度の取り組みについて 

   （３０年度予算などについて） 

（４）各委員からの案件について 

   ※特にない場合は、各委員からの情報提供や報告など 

（５）その他 



２９年度の主な取り組みについて 

■発達支援システム推進事業 

①いけだつながりシート Ikeda_s（イケダス） 

 ・２月末現在で２８５部を配布 

※２５年度は２２５部、２６年度は３５５部 

２７年度は４１６部、２８年度は２８６部 

②e-Ikeda_s（イーイケダス） 

 ・２８年６月よりトライアル版サービス開始、２９年１１月に完全版へ移行 

 ・２月末現在で２１６人が登録 

 ・より良いサービス提供と継続利用してもらうため、アンケートを実施中 

 ・ソフトバンクの協力により、２歳以下が利用する場合はベビーモニターを

無料でレンタル（２月末現在で１５０台） 

【周知方法について】 

 ・広報誌や子育て情報誌『まみたん』への掲載 

 ・『池田市暮らしの便利帳２０１７』、子育て応援 WEB サイト「kodomoto

いけだ」への掲載 

 ・１歳６カ月児健診や講習会、市民健康フォーラムなどで紹介 

 ・『おとうさんのためのハンドブック』（改訂版）、『いちご応援団』への掲載 
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■障がい児通所支援事業 

 ２７年度 

実績

２８年度 

実績 

２９年度 

実績 

（見込み）

２９年度 

予算 

①児童発達 

支援 

施設数 17カ所 20カ所 30カ所 32カ所 

延べ人数 789人 762人 988人 900人 

給付金額 66,976 千円 62,108 千円 66,381 千円 83,856 千円

②医療型児童 

発達支援 

施設数 １カ所 １カ所 １カ所 １カ所 

延べ人数 105人 49人 49人 52人 

給付金額 1,957 千円 1,082 千円 1,450 千円 2,340 千円

③放課後等 

デイサービス 

施設数 36カ所 41カ所 48カ所 50カ所 

延べ人数 1,114人 1,517人 1,912人 2,059人 

給付金額 75,975 千円 115,524 千円 157,435 千円 180,722 千円

④保育所等 

訪問支援 

施設数 1カ所 3カ所 2カ所 3カ所 

延べ人数 10人 24人 10人 23人 

給付金額 97 千円 320 千円 117 千円 259 千円

利用延べ人数 2,018人 2,352人 2,950人 3,034人

給付金額合計 145,005 千円 179,064 千円 225,383 千円 267,177 千円

 ・受給者証の発行人数は２８０人（３０年３月１日現在） 

 ・当初予算では１カ月分の不足が生じるため、３月に補正予算を組んだ 

【府内近隣市の通所支援施設数について】 

 池田市 豊中市 箕面市 吹田市 茨木市 高槻市 摂津市 合計 

２７年 ６ ２２ １１ １９ ２２ ２３ １０ １１３ 

２８年 １０ ２８ １４ ２９ ２５ ２８ １１ １４５ 

２９年 １２ ３７ ２１ ３８ ３１ ２９ １３ １８１ 

３０年 １５ ４４ ２５ ４３ ３６ ３６ １５ ２１４ 

※いずれも各年３月１日現在。児童発達支援センターを含む

 ・大阪府障がい児通所支援事業者育成事業（事業者研修）を箕面市、能勢町、

豊能町と合同で１２月１１日に 

開催（２２事業所、３８人が 

参加） 

 ・内容 発達障がいの支援について 

～ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝと構造化を中心に 

 ・講師 こども発達支援センター青空 

       中尾久美子さん 
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広報いけだ６月号【参考資料】
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広報いけだ１１月号
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まみたん６月号
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まみたん４月号
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※　平成３０年度は、e-Ikeda_s完全版の内容に改訂

お父さんの子育てハンドブック
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暮らしの便利帳
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いちご応援団



３０年度の予算概要について 

■発達支援課予算について 

事 業 名 30年度予算額 29年度予算額 増減 

発達支援システム推進事業 5,586,000円 10,623,000円 
▲5,037,000円 

（委託料） 

就学前児発達支援事業 469,000円 309,000円 
160,000円 

（庁用器具費） 

障がい児通所支援事業 273,019,000円 234,069,000円 
38,950,000円 

（扶助費） 

◎イケダスの利用者拡充について、利用状況などについて検証し、学校園その

他関係機関での相談などでも活用していただけるよう、更なる周知に努める 

◎アンケートや検討を踏まえ、イーイケダスのさらなる充実を図る 

◎かお TV の促進に向け、１歳６カ月児健診終了後にこだわらない実施の検討

や、保健師との連携が図れる支援体制を推進する 

◎委託研究の区切りとして、平成３４年度にイケダスが完成してから１０年間

の取り組みについて、これまでの効果などを測定、検証し、目に見える形に

して公表できる準備を進める 

【参考】他自治体からの反応などについて 

◎行政視察：佐賀県神埼市議会（かおTVについて） 

      愛知県岡崎市議会（e-Ikeda_s について） 

      東京都墨田区議会（Ikeda_s について） 

      埼玉県行田市議会・羽生市議会（発達支援課の事業内容について） 

      徳島県松茂町職員（Ikeda_s について） 
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平成29年5月現在

対象者 内容
進路

（アフターケア－）
備考

教育相談
3歳半から15歳までの幼児・児童・生徒
とその保護者
池田市立学校園に勤務する教職員

教育上（発達・心理等）の様々な問題や悩みなど各種の教育相談に
応じる

・来所相談
・電話相談（ハローダイヤル）
・特別教育相談
・サテライト教育相談

適応指導教室
「ビーンズ」

児童・生徒

心理的あるいは情緒的な要因で、学校に行く気力を生み出せない
でいる児童・生徒に、家庭・学校以外に活動できる場とし、活動を通
して、自立心や好ましい人間関係を築き学校生活への復帰を支援
する

就学・園相談
次年度、就園、就学、中１へ進級する者
及びその保護者

対象児への検査、観察の実施及び保護者の相談

特別支援教育検討委
員会

全市的な特別支援教育に関係する者 特別支援教育の推進に関する協議を実施

基幹相談支援センター
「あおぞら」

在宅の障がい児、知的障がい者、身体
障がい者、とその家族

地域で暮らしていく上で困ったこと、悩んでいることの相談を受け
て、各種福祉サービスについての情報提供を行うなど、関係機関と
連携して快適に暮らせるように支援していく。

障がい福祉課 福祉相談「くすのき」
在宅の障がい児、知的障がい者、身体
障がい者、とその家族

地域で暮らしていく上で困ったこと、悩んでいることの相談を受け
て、各種福祉サービスについての情報提供を行うなど、関係機関と
連携して快適に暮らせるように支援していく。

精神障害者地域活動
支援センター　咲笑（さ
くら）

精神障害者とその家族
日常的な相談、対応、地域交流活動を行うことにより、日常生活を
支援し、社会復帰と社会参加の促進を図る。

教育センター

池田市 発達支援等に係る事業一覧【平成２９年度版】

事業名担当機関

資料２
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対象者 内容
進路

（アフターケア－）
備考事業名担当機関

ぴよぴよ教室
出生時体重1500ｇ未満の未熟児の親子
（就園前まで）

親子のふれあい遊びと身体計測。交流会。
年３回10：00～12：00　保育士・保健師。

うさちゃん育児相談会
９か月～１６か月児
乳児後期健診の結果等から必要な親
子や希望のあった親子

親子のふれあい遊びと身体計測。育児相談。
毎月１回（継続参加可）10：00～11：30
保育士・保健師

約束クリニック
（経過観察健診）

一次健診や育児相談、関係機関からの
紹介等で経過観察が必要と思われる児

予約制の小児科診察と個別心理発達相談、身体計測、栄養相談も
あり。
小児科診察：月2回（医師1～2名）
未熟児等対象にした小児科診察：年6回（医師1名）
個別心理相談：年130回程度（心理相談員1～2名）
小児科医師・心理相談員・栄養士・保健師

さくらんぼ相談会
（集団心理相談）

概ね１歳７か月～２歳６か月児
１歳６か月児健診等から集団での様子
の確認や親子遊びの経験、相談が必要
と思われる親子

親子のふれあい遊びと育ちの相談等。
毎月２～３回（継続参加可）　10：00～11：30
保育士・心理相談員・保健師

平成29年度にて親子教室
の廃止に伴い、平成30年
度より本事業を拡充。

家庭訪問（訪問指導） 妊産婦・新生児・乳幼児・未熟児
保健指導の一環として必要に応じて随時家庭訪問する。新生児、４
か月までの乳児は主に助産師、未熟児は主に保健師、その他は保
健師

保健師は地区担当制、助
産師は非常勤助産師、
パート助産師

育児（電話）相談 乳幼児の保護者
育児やしつけ、発育や発達、病気や健康、授乳や栄養等について
の相談。通年（週２回）。保健師・栄養士

健康増進課
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対象者 内容
進路

（アフターケア－）
備考事業名担当機関

児童発達支援・放課後
等デイサービス
キッズクラブ

自閉症スペクトラムの診断を受けた3歳
児から小学2年生までの児童と保護者

子どもに合わせて、集団指導、部分集団指導、個別指導、園外指導
を実施。発達検査や保護者への質問紙やIkeda_sを基に個別の支
援計画を作成し、認知学習、社会性の訓練、コミュニケーションの訓
練、運動発達訓練等を実施。
（月）（火）（木）（金）14：20～15：20、15：40～16：40、
月1回第1水曜日9：30～11：00保護者勉強会

H25～
年度ごとに募集と選考。
利用の最長期間は2年。
（アフターフォロー開始
H11秋～）

児童発達支援・放課後
等デイサービス
きらきらクラブ

染色体疾患などの診断を受けている、
又は療育手帳を取得している3歳児から
小学2年生までの児童と保護者

発達検査や保護者への質問紙やIkeda_sを基に個別の支援計画を
作成し、マカトン歌、個別学習、集団ゲーム遊び、運動発達訓練を
実施
月2回第2、4水曜日　15：40～16：40
月1回第3水曜日9：30～11：00保護者勉強会

H25～
年度ごとに募集と選考。
利用の最長期間は2年。
（アフターフォロー開始
H13～）

保育所等訪問支援
保育所（園）、幼稚園、こども園、小学
校、支援学校などに通う概ね小学校3年
生までの児童

訪問支援員が所属集団に訪問して一緒に支援を考える H25～

発達検査 中学三年生までの児童
子どもに合わせた発達心理検査を実施し、発達の適切な評価を行
い、生活場面での対応のヒントを考える。必要に応じて所属集団と
連携をもつ

心理発達相談 中学三年生までの児童の保護者
子どもの障がいや発達についての相談に応じる。必要に応じて、所
属集団と連携をもつ

ＯＴ訓練 未就学児
ＯＴが個別評価し、個々の子どもに必要な訓練を行う（感覚統合療
法を中心とした内容）。必要に応じて所属集団と連携をもつ。概ね月
一回、３０分

・窓口は発達支援課
・訓練場所はやまばと学
園又は保険福祉総合セン
ター

やまばと学園

こ
ば
と
事
業
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対象者 内容
進路

（アフターケア－）
備考事業名担当機関

障がい児保育

原則的に3歳児以上
育ちにつまづきがある、あるいはなんら
かの障がいがある幼児（関係機関で進
路相談を受けていること）

公立保育所、なかよしこども園、私立保育園において実施。
同年齢集団（一部3～5歳児縦割り保育）での統合保育の中で、子ど
ものそだちに合わせた保育をする

幼稚園
小学校
特別支援学校

年2回、障がい児保育の
委員会において、個別の
配慮方法を協議する。申
請時期については、未
定。

保育所体験 1～3歳児 育児不安や育ちなど気がかりな親子に対し、保育所体験を行う 事前に面談を実施

巡回相談
公・私立保育所、私立幼稚園、
留守家庭児童会

障がい児保育対象者や要配慮児を含む、発達や行動面で気になる
児童について、心理相談員が集団での様子を見たうえで、発達の
問題を中心に職員とケースカンファレンスを行い、保育や教育の向
上を図る。

心理発達相談 18歳までの子どもと保護者
子どもの障がいや発達についての相談に応じる。必要に応じて、所
属集団と連携を持つ。

発達検査 主に保育所・私立幼稚園在園児
子どもに合わせた発達検査を実施し、発達の適切な評価を行い、
生活場面での対応のヒントを考える。必要に応じて、所属集団と連
携をもつ。

必要時

わかばクラブ
友達とのかかわりに支援が必要な子ど
も（就学前2グループ）

少人数でのともだちとの関わりを通して、適切なコミュニケーション
やルールなどを学ぶ
月2回　金曜日、15：30～16：30

タイムケア事業

小学生～18歳までのグループ活動が可
能で、①か②のいずれかにあたる方。
①発達障がいの診断を受けている
②療育手帳を取得している

夏休み期間中（全6回）、全身を使った運動遊びやゲームなどグ
ループ活動の場を提供する。スタッフとして、作業療法士、保育士、
他。

H24年度開始。

健康増進課
やまばと学園
発達支援課

ひまわり親子教室
育ちの上で心配のある乳幼児とその保
護者（概ね2歳半～）

親子での遊びと発達について相談できる場を提供し、親子への適
切な援助を行う

・やまばと学園
・公私立保育所
・公私立幼稚園
・地域のサークルなど

H27年度開始。

発達支援課

幼児保育課
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